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( 科目コード：8708520075KS)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】生物生産工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

真壁 恭子

【授業目標・教育方針】
バイオテクノロジーの発展により、生物を利用した生産技術も変革を遂げている。食料をはじめとする人間生活に必
要な資源の生産や、環境との関連、そして自然環境に対する資源生物の多様性の理解も重要性を増している。生物生
産のバイオテクノロジーを基礎から学び、生物生産環境論へと発展させる。

【授業概要】
バイオテクノロジーが支える生物生産工学的視点から授業を行う。まず、地球上の生物多様性の維持がすべての生き
物にとって重要であることを理解する。次に、バイオテクノロジーの基礎を学習し、遺伝子組換え植物（作物）やク
ローン技術の家畜への応用などについて学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：「クロー遺伝学概説」木村資生他訳（培風館）　「遺伝子工学の基礎」野島博（東京化学同人）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式　プリント配布

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：10 %

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：生物生産工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 概論 生物生産工学とバイオ技術
2 生物多様性と維持 種内変異、遺伝、生物の多様性
3 地球環境と作物 生物界のつながり、自然環境の破壊
4 植物バイオテクノロジー（１） 交配、品種改良
5 植物バイオテクノロジー（２） 胚培養、胚乳培養、花粉培養、人工種子
6 植物バイオテクノロジー（３） 遺伝子組換え作物、遺伝子資源の保存
7 バイオテクノロジー作物の安全

性
遺伝子組換え作物・食品、環境と人への安全性

8 生物農薬 化学農薬と生物農薬、昆虫産業
9 生物農薬の実際 BT 剤の生産、BT 剤の有効成分
10 遺伝子組換え技術の安全性と法

規
遺伝子組換え生物等規制法

11 クローン技術 初期胚の定義、初期胚操作技術
12 クローン技術と畜産 クローン動物
13 食品産業と地球環境 食品加工と排出不用物、食品加工廃液の有効利用
14 食品産業とリサイクル 食品産業におけるリサイクルへの取り組みと課題
15 まとめ 総括、討論
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